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被
災
会
員
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

台
風
十
号
は
、
八
月
十
日
未
明
に

か
け
て
襟
裳
岬
に
上
陸
し
、
早
朝
に

か
け
て
北
海
道
を
通
過
、
太
平
洋
側

を
中
心
に
激
し
い
雨
を
降
ら
せ
各
地

で
河
川
が
氾
濫
し
た
。
十
勝
、
日
高

管
内
で
は
増
水
し
た
川
に
車
ご
と
転

落
す
る
な
ど
し
て
死
者
・
行
方
不
明

十
一
人
と
な
っ
た
。
水
害
に
よ
る
、

人
的
犠
牲
と
し
て
は
、
一
九
七
五
年

八
月
の
台
風
六
号
の
死
者
九
人
、
行

方
不
明
二
人
以
来
の
惨
事
に
な
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
や
空
、
海
の
便
も
一
時
ま

ひ
状
態
に
陥
っ
た
。

道
商
工
連
は
、
直
ち
に
全
商
工
会

に
対
し
被
害
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
被
害
対
策
室(

室
長
・

北
山
事
務
局
長)

を
設
置
し
、

現
地
調
査
、
災
害
対
策
を
行
っ

た
。
日
高
管
内
商
工
会
連
合
会

(

会
長
・
富
永
信
三
石
町
商
工

会
長)

は
十
九
日
、
静
内
町
で

緊
急
会
長
会
議
を
開
き
地
元
災

害
対
策
本
部
設
置
を
決
め
た
の

を
受
け
て
、
道
商
工
連
に
有
岡

惇
二
会
長
を
本
部
長
と
す
る
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。

災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け

た
門
別
、
新
冠
、
平
取
町
等
の

商
工
業
者
被
害
・
現
地
調
査
状

況

(

十
三
・
十
四
日
現
在)

は
、

新
冠
町(

橋
本
正
美
商
工
会
長)

で
は
、｢

被
害
件
数
十
二
件
で
確
認

被
害
額
は
二
千
二
百
万
円
。
消
防
に

三
十
年
間
携
わ
っ
て
い
る
が
、
濁
流

が
門
別
町
境
の
厚
別
川
の
堤
防
を
越

え
て
い
る
の
は
初
め
て
見
た
。
山
間

部
の
道
路
が
分
断
中
で
自
衛
隊
が
確

認
し
た
情
報
で
あ
る
。
現
場
の
重
機

等
の
被
害
も
未
確
認
で
全
体
把
握
は

困
難
な
状
況
、
会
員
の
従
業
員
一
人

行
方
不
明
が
心
配
で
あ
る
。｣

門
別
町(

金
村
昌
広
商
工
会
長)

は
、｢

被
害
十
四
件
で
全
体
で
六
千

万
円
の
被
害
額
。
機
器
等
の
冠
水
が

多
く
、
特
に
厚
賀
地
区
の
被
害
が
大

き
い
。
基
幹
産
業
が
軽
種
馬
で
あ

り
、
農
業
、
漁
業
で
あ
る
。
牧
舎

等
全
壊
の
会
員
は
廃
業
し
た
い
と

言
っ
て
い
る
。
低
利
、
利
子
補
給
を

含
め
て
、
保
証
料
の
特
例
が
考
え
ら

れ
な
い
か
。
直
接
被
害
で
は
な
く
今

後
、
商
工
業
者
の
売
上
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。
沙
流
三
町
等
合
併
対
応
が

災
害
で
遅
れ
る
。｣

平
取
町

(

山
田
喜
代
太
商
工
会

長)

は
、｢

知
事
現
地
視
察
の
た
め

局
長
対
応
、
被
害
七
件
で
二
千
二
百

万
円
、
建
設
業
現
場
の
状
況
は
未
把

握
で
あ
る
。
貫
気
別
地
区
二
商
店
へ

お
見
舞
い
、
店
舗
・
住
宅
床
上
浸

水
、
商
品
一
部
水
浸
し
。｣

日
高
町(

金
澤
清
吉
商
工
会
長)

は
、｢

被
害
十
二
件
で
八
千
六
百
万

円
あ
る
が
、
護
岸
工
事
現
場
で
見
回

り
に
行
き
道
路
の
崩
落
個
所
か
ら
車

転
落
、
会
員
の
社
員
二
人
が
行
方
不

明
と
な
り
現
在
も
捜
索
中
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
中
で
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
売

上
減
少
被
害
が
あ
る
。
お
盆
行
事
の

夏
祭
り
、
盆
踊
り
等
は
中
止
と
し

た
。｣そ

の
ほ
か
、
静
内
町
の
古
川
が
氾

濫
し
十
六
件
床
上
浸
水
、
三
石
町
で

は
仕
入
帰
り
に
平
取
町
で
車
が
河
川

に
落
ち
て
全
損
し
た
。

十
勝
管
内
足
寄
町
は
、
八
件
で
一

千
万
円
、
釧
路
管
内
鶴
居
村
は
、
一

件
の
工
事
現
場
水
没
の
被
害
が
あ
っ

た
。現

段
階(

二
十
二
日)

で
判
明
し

て
い
る
の
は
、
被
害
総
件
数
百
十
三

件
、
被
害
総
額
四
億
四
千
万
円
で
あ

る
が
、
今
後
売
上
の
減
少
、
債
権
未

回
収
等
に
よ
り
増
加
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
ま
た
、
二
次
災
害
等
の
大
き

な
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
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と地域住民の通信費を削減し､ 地域のビジネスをさらに振興させるために､ I P 中継電話〈ひまわりコール〉の
導入事業を推進することになりました｡ I P 中継電話とはインターネットの通信方式 ( I P／インターネットプロ
トコル) を利用した新しい電話サービス｡ 会員事業者にとっては通信費の削減はもとより､ あらたな商機・商流
の創出も期待できます｡ ぜひ､ この趣旨をご理解の上､“ひまわりコール”へのご加入をご検討ください｡
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第３号 ���������	
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◇
宗
谷
商
工
連

宗
谷
商
工
連(
木
下
耕
一
会
長)

は
稚
内
商
工
会
議
所(
井
須
孝
誠
会

頭)

と
共
催
で
七
月
十
八
日｢
第
三

十
三
回
宗
谷
商
工
経
済
懇
談
会｣
を

開
き
、
地
域
振
興
等
に
係
る
三
十
三

項
目
の
要
望
案
件
を
決
議
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
井
須
会
頭
と
木

下
会
長
ら
が
七
月
二
十
五
日
、
道
、

道
議
会
、
道
経
産
局
、
道
開
発
局
他

に
要
望
し
た
。
主
な
要
望
事
項
は
次

の
と
お
り
。

▽
道
路
整
備
の
計
画
的
な
推
進
と

道
路
財
源
の
確
保
▽
稚
内
空
港
の
整

備
促
進
▽
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線(

名
寄
〜

稚
内
間)

の
高
速
化
事
業
の
早
期
実

現
。

◇
渡
島
商
工
連

渡
島
商
工
連(

花
巻
徹
会
長)

の

管
内
商
工
会
長
ら
が
七
月
二
十
五

日
、
道
や
道
開
発
局
に
、
六
月
二
十

四
日
に
開
い
た
管
内
商
工
会
長
会
議

で
決
議
し
た
重
点
八
項
目
に
つ
い
て

要
望
し
た
。
主
な
要
望
事
項
は
次
の

と
お
り
。

▽
北
海
道
新
幹
線
の
早
期
建
設
促

進
▽
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備

促
進
▽
道
路
特
定
財
源
の
確
保
▽
小

規
模
事
業
指
導
推
進
費
補
助
金
の
堅

持

◇
十
勝
商
工
連

十
勝
商
工
連(

松
久
恭
治
会
長)

は
帯
広
商
工
会
議
所(

岩
野
洋
一
会

頭)

と
共
催
で
七
月
九
日｢

と
か
ち

商
工
産
業
振
興
会
議(

と
か
ち
づ
く

り
会
議)｣

を
開
き
、
重
点
八
項
目

の
要
望
案
件
を
決
議
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
七
月
三
十
一
日

に
岩
野
会
頭
や
松
久
会
長
ら
が
、

道
、
道
議
会
、
道
経
産
局
、
道
開

発
局
他
に
要
望
し
た
。
主
な
要
望
事

項
は
次
の
と
お
り
。

▽
総
合
的
な
海
岸
保
全
事
業
の
推

進
▽
高
規
格
幹
線
道
路
の
建
設
促
進

▽
景
気
浮
揚
対
策
の
推
進(

公
共
事

業
の
一
定
量
確
保
、
雇
用
対
策
の
推

進
、
金
融
の
円
滑
化)

◇
胆
振
商
工
連

胆
振
商
工
連(

川
田
憲
秀
会
長)

の
管
内
商
工
会
長
ら
が
八
月
二
十
五

日
、
道
、
道
議
会
、
道
経
産
局
、

道
財
務
局
、
道
開
発
局
他
に
、
五
月

二
十
二
日
に
開
い
た
管
内
商
工
連
総

会
で
決
議
し
た
五
項
目
四
十
六
件
に

つ
い
て
要
望
し
た
。
主
な
要
望
事
項

は
次
の
と
お
り
。

▽
有
珠
山
噴
火
災
害
に
伴
う
早
期

復
興
促
進
▽
金
融
問
題
の
安
定
化
▽

中
小
零
細
小
売
業
保
護
の
た
め
の
独

占
禁
止
法
の
整
備
・
運
用

道
商
工
連
は
、
七
月
一
日
、
道
内

選
出
国
会
議
員
、
道
知
事
、
道
議
会

議
長
、
商
工
会
振
興
議
員
連
盟
に
地

方
分
権
推
進
の
た
め
の
三
位
一
体
改

革
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

三
位
一
体
改
革
は
、
単
な
る
国
と

地
方
と
の
財
源
配
分
の
問
題
で
は
な

く
、
地
方
分
権
改
革
の
実
現
へ
の
第

一
歩
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
極
め

て
重
要
な
問
題
と
の
認
識
か
ら
、
地

方
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
や

地
方
自
治
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
向

け
た
議
論
を
深
め
る
べ
き
と
し
て
、

道
商
工
連
理
事
会
に
お
い
て
関
係
先

に
働
き
掛
け
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

要
望
は
次
の
三
項
目
。

①
三
位
一
体
改
革
は
、
地
方
分
権

推
進
の
観
点
に
立
っ
て
進
め
る
こ

と
。
②
税
源
が
明
確
に
な
ら
な
い
段

階
で
、
補
助
金
の
廃
止
・
縮
減
を
先

行
さ
せ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
税
源
移

譲
で
税
収
増
に
な
ら
な
い
小
規
模
自

治
体
へ
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。
③
地

方
交
付
税
の
財
源
保
障
・
財
源
調
整

機
能
を
堅
持
す
る
こ
と
。

商
工
会
人
事(

七
月
一
日)

▽
厚
沢
部

商
工
会
事
務
局
長(

新
任)

尾
山
君
兆

▽
浦
幌
町
同(

新
任)

田
中
邦
夫(

八

月
一
日)

▽
上
磯
町
補
助
員(

七
飯
町

同)

高
谷
陽
一
▽
砂
原
町
経
営
指
導
員

(

ニ
セ
コ
町
同)

佐
竹
三
郎
▽
北
桧
山
町

補
助
員(

厚
沢
部
記
帳
専
任
職
員)

狩

野
学
之
▽
ニ
セ
コ
町
経
営
指
導
員(

北

桧
山
町
補
助
員)

佐
藤
浩
二
▽
中
頓
別

町
経
営
指
導
員(

砂
原
町
同)

今
野
善

雄
▽
滝
上
町
経
営
指
導
員(

本
別
町
補

助
員)

高
澤
寿
一(

八
月
十
五
日)

▽

本
別
町
補
助
員(

京
極
町
同)

稲
田
道

代(

九
月
一
日)

▽
長
万
部
経
営
指
導

員(

広
尾
町
記
帳
専
任
職
員)

米
谷
英

世
▽
中
頓
別
町
補
助
員(

鵡
川
町
記
帳

専
任
職
員)

梶
靖
幸

【
退
職
】(

六
月
十
日)

▽
中
川
町
商
工

会
事
務
局
長
安
西
克
巳

(

七
月
三
十
一

日)

▽
長
万
部
経
営
指
導
員
小
笠
原
清

勝
▽
中
頓
別
町
同
武
田
仁
▽
滝
上
町
同

佐
武
佐
太
郎
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北海道・国民公庫・道商工連は
今回の台風10号の被災に対し特別
融資等を実施しています｡
道は設備資金として8,000万円

以内で期間は10年以内｡ 運転資金
として5,000万円以内で期間は７
年以内｡ 年利は共に固定で1.2％､
1.4％｡ 変動で1.2％｡
国民公庫は3,000万円以内､ 期

間は10年以内｡ 年利は1.5％｡
道商工連の貯蓄共済は既存融資

の返済について11月15日までの期
間､ 遅延利息を免除｡ 既存融資残
高の相殺特別融資､ また､ 100万
円以内で年利0.66％の特別融資を
実施しています｡
各商工会までご相談下さい｡
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( ) 平成15年９月１日 � � � � ���������	
����� 第３号

道
商
工
連
は
、
去
る
六
月
二
十
五

日
道
商
工
連
会
議
室
で
、
自
営
廃
業

者
な
ど
の
求
職
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
、
地
域
求
職
活
動
援
助
事
業
に

か
か
る
関
係
機
関
第
一
回
連
絡
会
議

を
開
催
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
厳
し
く
推
移
す
る

経
済
環
境
の
な
か
、
自
営
業
者
、
特

に
小
規
模
事
業
者
が
廃
業
等
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
失
業
す

る
事
業
主
、
被
雇
用
者
等
の
増
加
が

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
道
商
工
連
が
、

厚
生
労
働
省
・
道
労

働
局
の
委
託
を
受
け

て
、
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
に
基
づ

く
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も

の
。会

議
に
は
、
道
労
働
局
職
業
対
策

課
、
道
経
済
部
雇
用
対
策
課
な
ど
の

行
政
機
関
、
関
係
地
域
の
商
工
会
議

所
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
商
工

会
な
ど
か
ら
関
係
者
二
十
八
名
が
出

席
し
開
か
れ
た
。
道
商
工
連
の
北
山

事
務
局
長
が
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
事

務
局
か
ら
平
成
十
五
年
度
の
事
業
実

施
要
領
、
各
機
関
の
求
職
・
求
人
情

報
の
収
集
・
提
供
体
制
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
事
業
の
効
果
的
な
実

施
の
た
め
各
機
関
の
連
携
な
ど
、
事

業
の
推
進
に
向
け
て
検
討
・
協
議
が

行
わ
れ
た
。

現
在
、
道
商
工
連
振
興
部
内
に
求

職
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

窓
口
に
経
営
・
労
働
の
専
門
家
に
よ

る
二
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
求
職
者
等
の
相
談
に
応
じ
再
就

職
の
支
援
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
、
自
営
廃
業
者
な
ど

に
対
し
再
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め

の
地
域
の
経
済
・
雇
用
状
況
な
ど
を

詳
細
に
説
明
す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
、
技
能
・
知
識
を
習
得
さ
せ
る
職

業
講
習
の
開
催
な
ど
の
事
業
を
実
施

す
る
。

ま
た
、
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
に

よ
る
指
定
地
域
は
、
石
狩
、
留
萌
、

宗
谷
の
三
地
域
で
あ
る
が
、
本
道
の

厳
し
い
雇
用
情
勢
な
ど
も
勘
案
し
、

道
商
工
連
で
は
、
本
事
業
を
全
商
工

会
地
域
対
象
と
し
た
事
業
と
し
て
捉

え
、
相
談
業
務
や
、
職
業
講
習
な
ど

を
実
施
す
る
。

詳
し
い
こ
と
は
、
道
商
工
連
振
興

部
�
０
１
１
�
２
５
１
�
０
１
０
２

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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創業塾カリキュラム概要 ■日程・研修時間 9：30～17：00

一般コース 女性塾 学生塾 基本テーマ 研修内容

１日目 ９月６日
(土)

９月20日
(土)

10月11日
(土)

①創業に当っての基礎知識
②資金調達のポイント
③開業の手順と諸手続き
④創業者に学ぶ 創業体験談 ほか

２日目 ９月７日
(日)

９月21日
(日)

10月12日
(日)

①マーケティングの基礎知識
②債権管理と保全 ほか

３日目 ９月13日
(土)

９月23日
(祝)

10月13日
(祝)

マネージメントの基礎
企業経営の基本的会計知識
やさしい資金繰り計画
やさしい経営分析 ほか

４日目 ９月14日
(日)

９月27日
(土)

10月18日
(土)

①雇用関係の基礎知識
②ビジネスプランの立て方 ほか

５日目 ９月15日
(祝)

９月28日
(日)

10月19日
(日)

①ビジネスプランの作成
②創業計画の完成・検証 ほか

(終了証書交付)
※研修内容は､ コース毎に多少の変更があります｡
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第３号 ���������	
����� � � � � 平成15年９月１日 ( )

宗
谷
管
内
中
頓
別
町
で
は
、｢
ま

ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業｣

に
地
域

の
資
源
を
活
か
し
た
起
業
化
に
対
す

る
支
援
を
新
た
に
対
象
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
た
。

こ
の
事
業
は
、
補
助
率
を
補
助
対

象
経
費
の
二
分
の
一
以
内
と
し
、
補

助
金
を
五
十
万
円
以
上
、
三
百
万
円

以
内
と
し
て
い
る
。

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
町
内

弥
生
町
で
牧
場
を
営
む
高
橋
憲
一
さ

ん
が
フ
ラ
ン
ス
農
家
作
り
カ
マ
ン

ベ
ー
ル
伝
統
の
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た

｢

な
か
と
ん
べ
つ
ル
ー
シ
ュ

(

一
個

二
百
五
十
㌘
千
二
百
円)｣

を
主
力

商
品
に
チ
ー
ズ
工
房
を
開
業
し
起
業

化
し
た
第
一
号
で
あ
る
。
中
頓
別
の

自
然
豊
か
な
牧
場
で
、
四
季
折
々
の

草
を
食
ん
で
育
つ
牛
た
ち
の
ミ
ル
ク

も
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
フ
ァ
ン
が

増
え
て
い
る
。

(

高
橋
牧
場
チ
ー
ズ
工
房
へ
の
問
合

せ
は
、
�
０
１
６
３
４
�
６
�
１
５

９
８
、
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スhttp://w
w

w
.rakuten.co.jp/louche/)

中
頓
別
町
商
工
会(

村
山
義
明
会

長)

は
、
地
域
特
産
品
の
研
究
・
開

発
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
同
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
る
起
業

化
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
。

◆

緑
豊
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
丸

瀬
布
町
は
、
網
走
支
庁
管
内
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
、
総
面
積
の
九
六
・
三
％
が
山
林

原
野
で
あ
り
、
う
ち
九
六
・
四
％
が

国
有
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
丸
瀬
布
町
で
、
木
を
活
用

し
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｓ
Ｌ

｢

雨
宮
21
号｣

を
か
た
ど
っ
た
プ
ラ

ン
タ
ー
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
木

材
工
場
か
ら
出
た
廃
材
を
使
い
、
一

つ
一
つ
が
手
作
り
。
機
関
車
と
連
結

し
た
貨
車
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
の
か
わ

い
ら
し
さ
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
注

文
が
殺
到
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
を
考
案
し
た
の

は
、
町
内
で
小
売
店
・
イ
チ
マ
ル
を

営
む
谷
口

(

現
商
工
会
長)

さ
ん
。

木
材
工
場
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
廃
材

を
見
つ
け

｢

何
か
使
い
道
は
な
い

か｣

と
思
い
立
っ
た
。
知
人
で
森
林

管
理
署
を
退
職
し
た
方
が
製
作
を
引

き
受
け
、
当
店
裏
の
作
業
場
で
、
直

径
十
㌢
㍍
、
長
さ
五
十
㌢
㍍
ほ
ど
の

丸
太
を
板
状
に
カ
ッ
ト
し
、
丁
寧
に

ヤ
ス
リ
を
か
け
て
組
み
立
て
る
。
最

後
に
バ
ー
ナ
ー
で
表
面
に
焦
げ
目
を

つ
け
、
年
輪
を
浮
き
出
さ
せ
る
。
す

べ
て
手
作
り
の
た
め
、
一
組
作
る
の

に
一
日
半
か
か
る
。

当
初
、
町
内
の

｢

道
の
駅｣

に

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
た
。
町
内
外
か
ら
の
注

文
が
そ
の
後
も
相
次
ぎ
、
受
注
分
の

生
産
に
追
わ
れ
て
、
出
来
上
が
り
を

待
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

価
格
は
手
間
が
か
か
る
た
め
、
当

初
よ
り
若
干
値
上
げ
を
考
え
て
い
る

と
い
う
。

商
工
会
で
は
こ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

会
館
前
に
置
き
、
季
節
に
合
っ
た
花

を
植
え
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
会
�
０
１

５
８
４
�
７
�
２
１
２
１
へ
。

◆

胆
振
管
内
商
工
会
青
年
部
連
合
会

(

阿
戸
孝
之
会
長)

は
、
管
内
地
域

の
Ｐ
Ｒ
と
交
通
安
全
モ
ラ
ル
の
醸
成

を
図
る
た
め
、｢

胆
振
ぐ
る
っ
と
ラ

リ
ー｣

を
十
月
五
日
に
実
施
す
る
。

本
事
業
は
、
事
前
に
ラ
リ
ー
登
録

を
済
ま
せ
た
参
加
者(

先
着
百
台
限

定
車
両)
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

る
。
当
日
は
白
老
町
の
自
動
車
学
校

敷
地
内
で
開
催
の
交
通
安
全
協
会
に

よ
る
講
習
で
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
、

同
学
校
を
東
西
毎
に
設
定
さ
れ
た

コ
ー
ス(

一
般
車
道)

を
安
全
走
行

の
上
、
東
西
各
四
ヵ
所
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
最
終
の
ゴ
ー
ル

ま
で
胆
振
管
内
十
一
商
工
会
地
域

を
、
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
ん
で
も
ら
う

企
画
。
順
位
は
全
コ
ー
ス
を
走
行
し

た
車
両
の
う
ち
、
予
め
青
年
部
が
計

測
し
た
基
準
時
間
に
近
い
順
で
決
定

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て

展
開
さ
れ
る
地
域
の
Ｐ
Ｒ
事
業
で

は
、
女
性
部
と
連
携
し
特
産
品
の
試

食
会
、
農
産
品
の
配
付
な
ど
を
行

い
、
追
分
町

(

東
コ
ー
ス)

と
豊

浦
町(

西
コ
ー
ス)

の
ゴ
ー
ル
地
点

で
は
、
特
産
品
の
即
売
会
の
ほ
か
、

ラ
リ
ー
参
加
者
に
対
し
温
泉
入
浴
無

料
券
の
配
付
な
ど
地
域
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
で
事
業
を
締
め
く
く
る
。

青
年
部
で
は
、
管
内
外
か
ら
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。
参
加
料
は
二

千
円
で
、
問
い
合
せ
先
は
、
白
老
町

商
工
会
�
０
１
４
４－

８
２－

２
７

７
５
、
ま
た
は
道
商
工
連
胆
振
支
所

�
０
１
４
３－

２
４－

２
６
３
５
ま

で
。
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( ) 平成15年９月１日 � � � � ���������	
����� 第３号

門
別
町
商
工
会(

金
村
昌
広
会
長)

で
は
、
今
年
七
月
一
日
か
ら
商
店
街

活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。昨

年
九
月
よ
り
委
員
会
を
組
織
し

て
事
業
に
取
組
ん
だ
結
果
、
各
種
小

売
店
を
中
心
に
飲
食
業
か
ら
理
美
容

業
ま
で
の
商
工
会
員
九
十
事
業
所
も

の
加
盟
に
よ
る
大
所
帯
の
組
織
と
な

る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
出
来
た
。
カ
ー
ド
の
デ
ザ

イ
ン
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
は
地
元
で

活
動
す
る
絵
画
家
の
考
案
に
よ
り

｢

優
駿
の
里｣

門
別
町
ら
し
く｢

子
馬

の
女
の
子｣

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
カ
ー

ド
会
の
名
称
を｢

も
ん
ち
ゃ
ん
カ
ー

ド
会｣

と
し
た
。

当
商
店
街
地
区
は
農
協
や
ダ
イ

エ
ー
富
川
店
な
ど
の
大
型
店
、
さ
ら

に
は
近
隣
市
町
に
相
次
い
で
出
店
す

る
大
型
専
門
店
の
影
響
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
も
年
々
、
商
店
街
に
お
け
る

消
費
購
買
額
は
減
少
し
て
き
た
。
今

回
、
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

消
費
者
に
喜
ば
れ
、
楽
し
ん
で
集
め

て
も
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
第

一
に
考
え
、
特
に
子
供
の
い
る
主
婦

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
カ
ー
ド
自

体
に
も
色
々
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り

入
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
満
点

ポ
イ
ン
ト
購
買
額
を
下
げ
、
そ
の

分
、
当
り
マ
ー
ク
の
確
立
を
高
く
し

た
。
さ
ら
に
支
援
券
制
度
を
設
け
、

教
育
だ
け
で
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
高
齢
者
団
体
等
へ
の
支
援
な
ど
、

地
域
貢
献
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。

加
盟
店
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
が
、
今
後
は
、
消
費
者
に
一
層

の
購
買
意
欲
を
促
す
よ
う
な
仕
掛
け

づ
く
り
や
、
直
接
消
費
に
つ
な
が
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

更
別
村
で
国
内
初
の
ト
ラ
ク
タ
ー

レ
ー
ス『

国
際
ト
ラ
ク
タ
ー
Ｂ
Ａ
Ｍ

Ｂ
Ａ』

(

ど
ん
ぐ
り
村
・
で
っ
か
い

ど
う
十
勝
実
行
委
員
会
主
催)

が
七

月
十
二
日
・
十
三
日
の
両
日
更
別
村

ふ
る
さ
と
館
周
辺
に
て
開
催
さ
れ
、

約
三
千
五
百
人
の
観
客
で
賑
わ
っ

た
。こ

れ
は
、
昨
年
度
の
更
別
村
商
工

会(

西
田
勉
会
長)

地
域
資
源
調
査

事
業
で
検
討
を
重
ね
た
も
の
。
同
村

は
七
〇
％
が
耕
地
で
農
家
一
軒
当
た

り
四
〜
五
台
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
所
有

し
て
い
る
。
こ
の
広
大
な
耕
地
と
ト

ラ
ク
タ
ー
で
何
か
で
き
な
い
か
と
考

え
た
末
、
ば
ん
ば
レ
ー
ス
を
実
施
す

る
に
至
り
、
村
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と

農
業
の
魅
力
を
発
信
し
、
農
観
社
会

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
、
産
地
の
姿
と
農
業
者
及
び
消

費
者
と
の
交
流
の
場
を
も
つ
こ
と

で
、
村
民
の
誇
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
の

が
、
今
年
の
四
月
と
急
ピ
ッ
チ
で
準

備
作
業
や
テ
ス
ト
走
行
を
行
い
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
け
ん
引
で

は
、
土
に
埋
ま
っ
て
引
っ
張
る
こ
と

が
で
き
な
い
な
ど
、
試
行
錯
誤
の

上
、
丸
み
を
帯
び
た
ソ
リ
型
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
特
注
す
る
な
ど
村
民
が

一
体
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
た
。

レ
ー
ス
は
、
馬
力
に
よ
っ
て
三
ク

ラ
ス
に
分
け
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
特
注

ソ
リ
の
重
り
を
引
き
、
百
五
十
㍍
の

直
進
コ
ー
ス
で
勝
敗
を
競
う
も
の

で
、
管
内
各
地
の
農
家
か
ら
三
十
六

台
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
出
走
し
豪
快
な

エ
ン
ジ
ン
音
を
上
げ
て
駆
け
抜
け
て

い
た
。

な
お
、
何
故
イ
ベ
ン
ト
名
に｢

国

際｣

が
つ
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、

ト
ラ
ク
タ
ー
が
国
産
車
だ
け
で
は
な

く
国
際
的
だ
か
ら
だ
そ
う
だ
。
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������������������ !"#$%&'&()*
+,��-�./0123456#37
8�9:�;<9:�=>?@�A#37B)C�DE@9:34
FG�#HB37
制度の特徴
��������	
・団体加入により保険料が52％も割安！ (最高割引率適用)
・医師の診断も不要で､ 加入手続きが簡単！
・加入者全員に健康および介護サービスに関する相談を無料提供！
・従業員全員付保の場合､ 保険料は経費処理可能
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・24時間どこでも安心！
I�J��KL�MNLOP>��Q!",�4R�012S
B37
・最長１年間のロング補償！
TU�*+#@VWSXYZ#HB37

・自宅療養も補償！
:[\]^%#&'_`YZ,�4R�@12a?B37bc

d�ef�ghijC�DE#�9:�*+klmLG&nB37
・天災担保でさらに安心！
opqrs��t&us�vw�!",�4R�@12a?B37
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豪快なエンジン音を轟かし競争するトラクター
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大
角
商
工
会
長(

六
十
八
歳)
は

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
就
任
六
期
十

七
年
目
。
平
成
三
年
か
ら
九
年
ま
で

道
商
工
連
理
事
。
大
成
自
動
車
㈱
代

表
取
締
役
。

函
館
市
亀
田
商
工
会
は
函
館
市
北

西
部
に
位
置
す
る
。
会
員
数
千
三
百

二
十
二
人
、
道
内
で
は
最
大
規
模
の

商
工
会
。

◇

函
館
市
亀
田
地
区
は
、
旧
農
地
か

ら
宅
地
造
成
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴

い
、
大
型
店
が
進
出
、
そ
れ
を
契
機

に
一
大
商
業
地
が
形
成
さ
れ
、
現
在

で
は
市
の
商
業
地
区
の
核
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
商
工
会
と
し
て

は
、
組
織
率
の
低
さ
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

会
員
の
増
加
策
と
し
て

｢

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
商
工

会
の
周
知
・
Ｐ
Ｒ
活
動
の
た
め
の
施

策
を
講
じ
て
い
る
。
理
事
・
振
興
委

員
は
会
員
増
強
用
の
名
刺
を
も
ち
、

五
〜
六
人
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
加
入

促
進
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
か
ら

は
車
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
り
付
け
、

地
区
内
を
巡
回
し
会
員
加
入
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
当
会
で
は

こ
こ
数
年
約
百
件
の
加
入
に
対
し
、

そ
れ
以
上
の
件
数
が
脱
退
し
て
し
ま

う
の
が
悩
み
だ
。｣

ま
た
、
商
工
会
の

財
政
問
題
に
も
触
れ
、｢

五
年
位
前

か
ら
合
理
的
な
運
営
に
努
め
財
政
は

安
定
し
て
き
て
い
る
が
、
財
源
と
し

て
の
補
助
金
、
会
費
、
手
数
料
の
健

全
的
な
確
保
が
必
要
で
、
そ
の
た
め

に
も
会
員
数
を
早
急
に
千
五
百
件
に

ま
で
も
っ
て
い
き
た
い
。｣

と
語
る
。

同
商
工
会
で
の
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
設
置
は
早
い
。｢

こ
れ
ま
で
も
、

種
々
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
部

会
等
で
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も

と
に
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
、

住
民
の
意
向
実
現
の
た
め
に
協
議
・

活
動
を
行
っ
て
い
る
。｣

と
の
こ
と
。

商
工
会
の
広
域
連
携
・
合
併
問
題
に

つ
い
て
は
、｢

合
併
は
マ
イ
ナ
ス
面
の

ほ
う
が
大
き
い
。
当
地
域
で
は
商
工

会
を
中
心
と
し
て
活
力
が
あ
る
。
会

員
は
、
各
々
が
地
域
の
見
本
・
手
本

に
な
り
、
お
互
い
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
現
在
の
当
会
が
あ
る
。
合
併
に

よ
っ
て
そ
の
活
力
が
減
退
す
る
の
で

は
。
商
工
会
が
合
併
す
れ
ば
地
域
の

特
色
や
文
化
が
薄
れ
る
。
そ
れ
を
守

る
た
め
に
も
、
ま
た
、
合
併
は
中
小

零
細
企
業
の
切
り
捨
て
で
あ
る
。
中

小
零
細
企
業
の
た
め
に
組
織
の
存
続

を
望
む
。｣

と
話
し
た
。

大
成
自
動
車
㈱

函
館
市
昭
和
二
丁
目
四
十
一
�
十
七

自
動
車
整
備
機
械
・
部
品
・
付
属

品
の
卸
売
を
行
う
。
単
な
る
販
売
だ

け
に
終
ら
ず
、
車
全
般
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
売
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、
技
術
者
の
養
成
に
も
努
め
て
い

る
。昭

和
三
十
九
年
八
月
創
業(

昭
和

四
十
二
年
五
月
法
人
化)

。
資
本
金

一
千
万
円
、
役
員
三
人
、
従
業
員
数

十
三
人
。
年
商
四
億
円
。

社
名
は
、
会
長
の
母
が
父
と
結
婚

後
、
一
番
幸
せ
だ
っ
た
時
期
が｢

父

が
大
成
機
械
製
作
所
に
勤
め
て
い
た

頃｣

と
の
思
い
出
か
ら
。
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積立金の２倍以内とし､ 1,000万円が限度となります｡
ただし､ 積立金が1,000万円を超える場合は､ 積立金の
範囲内となります｡

��������������

①運転資金は５年以内 ②設備資金は７年以内
�����������������

連帯保証人は２名以上とし､ 下記の取扱いとなります｡
①法人の場合 代表者個人１名及び第三者１名以上
②個人の場合 専従者又は生命保険金受取人のうち１名及び第三者１名以上
※上記①②の第三者連帯保証人のうち１名は､ 地元商工会員となります｡
第三者連帯保証人は､ 借入金が積立金を超える額250万円に対し､ １名となります｡

 !�"#$% &'()*+,-� ./01

【参考】平成15年度上半期 (４～９月) の融資利率 (年率)
積立範囲内 0.26％・３年以内 0.56％・３年超５年以内 0.61％・５年超７年以内 0.66％

����������������������������

��������	

2003年７月末現在

1 生命加入実績 30,316 件 110,251.5 口
2 傷害加入実績 1,748 件 7,447 口
3 医療加入実績 7,909 件 33,178 口
4 積 立 金 実 績 23,099,632 千円
5 斡旋融資実績
６～７月実績 299 件 1,018,300 千円
年 度 実 績 573 件 1,943,970 千円

6 斡旋融資残高 4,000 件 11,203,889 千円

./234�����5	�6789:;<=>�����
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【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会･ご会合】

〒060-0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011-261-5311
URL http://www.hotelgp-sapporo.com/

函
館
市
亀
田
商
工
会
会
長

大
角
正
治
さ
ん

��������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�



( ) 平成15年９月１日 � � � � ���������	
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道
商
工
青
連(

小
川
雅
勝
会
長)

・
道
商
工
女
性
連

(

堀
江
育
子
会

長)

に
よ
る
事
業
推
進
懇
談
会
が
八

月
六
日
道
商
工
連
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

出
席
し
た
の
は
、
道
経
済
産
業
局

の
成
谷
中
小
企
業
課
長
補
佐
・
神
田

小
規
模
企
業
係
長
、
道
か
ら
は
梅
辻

中
小
企
業
支
援
グ
ル
ー
プ
主
査
・
佐

川
主
任
、
青
年
部
・
女
性
部
は
正
副

会
長
等
。

小
川
道
商
工
青
連
会
長
の
挨
拶
の

後
、
成
谷
課
長
補
佐
か
ら
中
小
企
業

施
策
と
、
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業

内
容
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
道
の
経

済
主
要
施
策
の
概
要
を
梅
辻
主
査
が

説
明
し
た
。
道
商
工
青
・
女
性
連
か

ら
は
、
広
域
事
業
展
開
促
進
事
業
・

地
域
振
興
活
動
事
業
の
遂
行
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

続
け
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で

は
、
青
年
部
が
中
心
と
な
り
進
め
て

い
る

｢

食｣

に
関
す
る
起
業
化
グ

ル
ー
プ
を
例
に
、
今
後
の
先
を
見
据

え
た
事
業
を
補
助
対
象
と
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
や
若
手
後
継
者
等
育
成

事
業
に
対
す
る
意
見
な
ど
が
活
発
に

交
わ
さ
れ
、
堀
江
道
商
工
女
性
連
会

長
が
今
後
の
青
年
部
・
女
性
部
に
対

す
る
支
援
・
協
力
を
依
頼
し
、
和
や

か
な
懇
談
の
中
、
閉
会
し
た
。

7

�����������������
�
�
�
�
�
�
�
�
	



…
９
月
…

〈
石
狩
〉�

���

���
�
�
�
�
�

�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

���

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

〈
渡
島
〉�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
 
!
�
�
�

"
#
�
�
�
$
�
%

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

&
'
�

�
�
�

���
�
�
(
)
*
+
,
-
.

/
�

�
0
�
�
�

〈
桧
山
〉�

���

���
�
�
1
2
�

�
�
 
!
�
�
�

3
4
�
�
�

���

�
�
�
�
�
�
�
 
!
�
�
�

5
6

�
�〈

後
志
〉�

7
�
8
�

�
�
�
�
�

�
9

:
;
<
�
�
�

���
=
>
?

�
�
(
)
�
�
�
@

:
;
<
�
�

〈
空
知
〉�

���
�
�
A
�
�
B
C

D
E
�
F

G
H
I
J
�
�
�

���

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


K
�
L
�
�

���
�
�
�
�
 
!

�
�
�
�
�
�
�

M
N
�
�

〈
上
川
〉�

7
�
8
�

�
�
�
�
*

�
�
�
�

O
�
�
�
�
8
�

�
�

1
*
=
7
?
P
�
�
�
8
�
Q
�

�

�
1
*
R
S
T
�
�
�

U
J
V
�
�

$
�
%
�

�
�
�
�
W
X
Y
Z
�
�

�
�
�

U
J
V
�
�

���

���
[

\
]
�
�

"
J
^
_
`
^
a
b
�
�

�
�
�
c
d
�
�
�

U
J
V
�
�

��

�

���
�
�
�
�
W
e
f
�
�
�
�

�
�

U
J
V
�

〈
留
萌
〉�

���
[
\
]
�
�

"

J
^
_
`
^
a
b
�
*
c
�
g
h
�
�

�
@

i
j
�
�

〈
宗
谷
〉�

���
�
�
�
�
W
k
l

m
n
o
p
q
�
�

U
J
V
�
�

���

���
�
�
�
�
 
!
�
�
�
�
�
�

�

r
s
t
�
�

〈
網
走
〉�

u
�
8
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

O
�
�
�

〈
胆
振
〉�

7
�

�
�
�
�
 
!
�

�
�
�
�
�
�

v
w
x
y
z
�

〈
日
高
〉�

�
�

�
�
�
�
�
�
{

|
}
~
�
-
!
�
�
�
/
�

G
�
�
�

�

���
���

�
�
�
�
�
>
�
�
u


�
j
V
�

〈
十
勝
〉�
���
���

�
�
�
�
�

�
�
�
�
@

�
t
�
�

〈
釧
路
〉�

���
�
�
1
2
�
�
�

@

�
�
�
�
�
�

���
�
�
�
�

�
�
�
 
�
�
F

�
�
�
�
�

…
10
月
…

〈
石
狩
〉�

u
�
7
�

�
�
�
�
�

�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

���

��

�
�
�
(
)
�
�
�
�
�
�
^
�
�

�
�
�
�
�
F

�
j
V
�

〈
渡
島
〉�

���
�
�
V
�
�
�
�

(
)
�
�
�
@

�
 
V
�

〈
後
志
〉�

�
�

V
�
�
�
�
(
)

�
�
Z
�
¡
¢
£
�

:
;
<
�
�
�

%
�

���
�
�
�
�
�
�
¤

:
;

<
�
�
�

���
�
�
�
�
 
!
1
2

�
�
�
�
�

¥
¦
�
�
�

���

���

�
�
�
�
�
�
§

:
;
<
�
�

〈
空
知
〉�

7
�

�
�
�
�
W
B
C

D
E
�
F

G
H
I
J
�
�
�

���

�
�
1
2
�
^
�
�
�
�
�
�
�
�
¨

~
�
F

&
j
�
�
�

���
�
�
(

)
*
©
ª

��«
2
X
¬

®

�
¯
°

V
�〈

上
川
〉�

>
�

�
�
*
c
�
=
u

?
g
h
^
P
�
�
^
(
)
�
�
�
@
^

�
�
(
)
�
�
±
²
1
2
�
�
^
�
�

�
�
Z
k
l
³
´
T
�
@
^
�
�
1
*

=
7
?
�
�
�
@
^
�
�
�
�
*
=
u

?
g
h
^
P
�
�
^
=
>
?
�
�
�
@


U
J
V
�
�

���
�
�
\
�
�
�
 

!
^
µ
¶
^
·
¸
^
¹
º
�
�
 
!
(

)
�
D
E
�
�

»
J
�
�

〈
宗
谷
〉�

>
�
u
�

(
)
�
�
�

@
^
�
�
	


�
�

¼
½
�
�
�

��

�
�
�
�
�
 
!
1
2
�
�
�
�
�


¾
4
�
�
�

���

���
�
�
e
f

�
Z
�
�
�

¿
�
V
�

〈
胆
振
〉�

8
�
�
�
�
�
�
�
�
 

�
�
F
^
À
�
Á
Â
Ã
�
Ä
Å
-

Æ

^
·
�
�
 
!
�
�

���
�
�
�
�
 

!
1
2
�
�
�
�
�

Ç
J
�
�
�

��

�
�
�
1
2
�
+
,
-
.
/
�

Ç

J
�
�

〈
日
高
〉�

���
=

��?
�
�
�
�

(
)
�
�
�
�
�

�
j
V
�

〈
釧
路
〉�

���
�
�
W
D
E
�
�

�

È
É
�
�
�

���
�
�
1
2
�

+
,
-
.
D
E
�

È
É
�
�
�

���

Ê
Ë
�
�
 
!
�
�
�
�
�
�
�

Ê

Ì
V
�

〈
根
室
〉�

>
�
u
�
[
Æ
7
�
�
 

!

µ
¶
^
H
Í
^
Ê
Ì
^
Ë
Î
�
(

)
�
�
�
�
�
�
�
�

Ï
È
I
�
�

【
道
商
工
連
関
係
会
議
】

○
７
月Ð

Ñ
�

G
Ò
A
�
�
�
�
Ð

>
�
u
�
�
�
�
�
�

X
Y
Z
Ó
�

Ð
u
�

Ô
Õ
Ö
×
m
n
�
@
Ð
�
�

�
�
W
g
h
�
�
�
@
Ø
P
�
�
Ø
q
�

�
Ð
$
�
%
�

�
�
�
�
�

e
f

�
Ó
�
Ð

���
Ù
n
R
S
�
�
Ú
Û

Ü
Ý
Þ
Ð

���
G
Ò
�
�
�
�
�
�

�
Ð

���
�
�
�
�
�

�
�
�
�

Ó
�
Ð

���
=
u
?
F
�
q
�
�

○
８
月Ð

���
Y
ß
Ù
n
R
S
�
�

�
�【

諸
会
議
出
席
状
況
】

○
７
月Ð

Ñ
�

Ï
à
á
F
â
ã
Z
�

¡
ä
å
¢
£
�
^
æ
H
ç
Y
�
Ð
>
�

è
é
é
ê
ë
ì
»
í
î
ï
^
ð
ñ
�

�
Ð
8
�

ò
[
(
)
�
@
ó
/
�
ô

õ
�
ö
÷
�
�
�
(
)
�
�
ø
ù
ú
û

ü
û
ý
þ

�
�
^
æ
H
ç
Y
�
Ð

���

\
�
[
&
·

�
�

�
�

�
3
4

�

��

«
2

�
�

Ø
�

	


�
Ð

���
Ù

×
%
â
ã
�

�
-
Ä

�

�

�
�
³
�

�
�

�
�

�
�
\

�
[
¡

�
�

�
�
ý

�
�
Â

�
^
æ
H
ç
Y
�
Ð

���
ò

�
*
A
�
�
ô
P
�
�
^
ð
ñ
�
�
Ð

���
a
b
(
)
Ù
×
¢
£
�
^
æ
H

ç
Y
�
Ð

���
Æ
\

�
L
Ø
[
1
*

g
h
�
�
�
�
�
Ø
æ
H
ç
Y
�
Ð
Ù

×
%
â
ã
Y
�
P
�
�
@
^
æ
H
ç
Y

�

○
８
月Ð

8
�

Ï
à
á
F
â
ã
Ï

�

�
ò
[
/
�
Ø
æ
H
ç
Y
�
Ð

���

Ù
×
%
â
ã
Y
�
P
�
�
@
Ø
æ
H
ç

Y
�
Ð

���
ò

�
*

�
�

�
�
q
�

�
^
ð
ñ
�
�

�
�
�
�
�
�

��
��


��
��
��

挨拶する小川道青連会長

�
�
�
�
�
�
�
�
�



第３号 ���������	
����� � � � � 平成15年９月１日 ( )

[

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
活
用]

▽
定
員
20
人
▽
期
間
10
月
６
日

(

月)

〜
９
日(

木)
４
日
間
▽
受

講
料
３
万
３
千
円
▽
締
切
り

定
員

に
な
り
次
第

[

経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ]

▽
定
員
35
人
▽
期
間
10
月
10
日

(

金)

〜
11
日(

土)

２
日
間
▽
受

講
料
２
万
２
千
円
▽
締
切
り

定
員

に
な
り
次
第

[

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
よ
る
経
営

改
善]▽

定
員
25
人
▽
期
間
10
月
15
日

(

水)

〜
17
日(

金)

３
日
間
▽
受

講
料
２
万
７
千
５
百
円
▽
締
切
り

定
員
に
な
り
次
第

[

経
営
管
理
者
養
成
コ
ー
ス]

▽
定
員
20
人
▽
期
間
10
月
20
日

(

月)

〜
24
日

(

金)

、
11
月
17
日

(

月)

〜
21
日

(

金)

、
12
月
15
日

(

月)

〜
19
日

(

金)

、
１
月
19
日

(

月)

〜
23
日

(

金)

、
２
月
16
日

(

月)

〜
20
日

(

金)

、
３
月
15
日

(
月)

〜
19
日(

金)

５
日
間
×
６

ヵ
月
▽
受
講
料
25
万
円
▽
締
切
り

定
員
に
な
り
次
第

[

新
任
管
理
者
養
成
講
座
Ⅱ
〜
管
理

の
実
践
〜]

▽
定
員
30
人
▽
期
間
10
月
27
日

(

月)

〜
31
日(

金)
５
日
間
▽
受

講
料
３
万
６
千
円
▽
締
切
り

定
員

に
な
り
次
第

[

５
Ｓ
を
活
用
し
た
改
善
活
動]

▽
定
員
25
人
▽
期
間
11
月
５
日

(

水)

〜
７
日

(

金)

、
12
月
９
日

(

火)

〜
10
日(

水)

５
日
間
▽
受

講
料
３
万
９
千
５
百
円
▽
締
切
り

定
員
に
な
り
次
第

[

提
案
営
業
の
企
画
と
実
践]

▽
定
員
25
人
▽
期
間
11
月
11
日

(

火)

〜
14
日(

金)

４
日
間
▽
受

講
料
３
万
円
▽
締
切
り

定
員
に
な

り
次
第

申
込
先
は
〒
０
７
８
�
８
５
５

５
、
旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
�
１
、
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

研
修
課
。
同
校
に
は
全
個
室
五
十

室
、
談
話
室
、
体
育
館
あ
り
、
寮

費
一
泊
一
千
五
百
円
、
食
事
一
千
九

百
円

(

三
食
分)

で
寮
や
校
内
食
堂
を

利
用
で
き
る
。
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消
費
税
法
の
一
部
が
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
開
始

す
る
課
税
期
間
か
ら
、
納
税
義
務

が
免
除
さ
れ
る
売
上
が
現
行
三
千

万
円
か
ら
一
千
万
円
に
引
き
下
げ

②
簡
易
課
税
適
用
上
限
の
引
き
下
げ

③
総
額
表
示
の
義
務
付
け

そ
の
ほ
か
中
間
申
告
の
申
告
・
納

付
回
数
の
改
正
や
適
用
期
間
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
す
。

道
商
工
連
と
道
内

の
全
商
工
会
で
は
、

今
後
、
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
の
事
業
者

向
け
講
習
会
を
順
次

開
催
し
て
い
き
ま
す

の
で
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。


